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平成１３年１２月２６日

報道機関　各位

広島大学総務部大学情報室長
西　田　良　一

平成１４年度概算要求内示主要項について

　このことについて，別紙のとおり送信いたします。 

　なお、お問い合わせについては、各事項ごとに照会先を掲載してありますので

直接ご連絡ください。 

［発信枚数；Ａ４版　１１枚（本票含む）］

○平成１４年度概算要求内示主要項

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-2.html
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平成１３年１２月２６日
広　島　大　学

　広島大学における平成１４年度概算要求内示の主な事項は下記のとおりであり、 関
係書類を送付します。

記

１．大学院講座化に伴うもの

　　◯　医学系研究科　(M ３４，D ７６) ┓　　医歯薬学総合研究科(新設)
　　　　　(保険学専攻を除く)　 　　　　┣⇒　　(M ４３，D １１５)
　　　　歯学研究科　　(　　　　D ３０) ┛

「医学系研究科」保健学専攻は、「保健学研究科」保健学専攻へ改称

　　◯　生物圏科学研究科　(M ９９人，D ２９人→ Ｍ １２５人，D ６２人)

関連学部の入学定員の改訂

　　 ◯　生物生産学部　　　△１０人

２．学外の研究機関との連携による大学院教育の推進(連携大学院方式)

　　◯国際協力研究科　開発科学専攻　　Ｍ　１人，D　１人

３．第３年次編入学定員の増(１０人)，第１年次入学定員の減(△１０)

　　◯経済学部　　昼間コース　　　第３年次編入学定員の増　１０人
　　　　　　　　　夜間主コース　　第１年次入学定員の減　△１０人
４．教育実習施設の新設

　　◯(教育学研究科) 心理臨床教育研究センター

　　　　　　　　　　　　　　　　△１　　　　△１　　　△２
　　　　　　　　　　　　　　教授　１人，助手　１人　計　２人
　　　　　　　　　　　　　　客員 (教授１人)

５．全国共同利用施設の新設

　　◯全国光科学研究センター(学内共同教育研究施設からの改組転換)

　　　　　　　　　　　　△２　　　　　△２　　　　△２　　　△６
　　　　　　　　　　教授　３人，助教授　３人，助手　１人，計　７人
　　　　　　　　　　 　　　△３　　　　　△１
　　　　　　　　　客員(教授　３人，助教授　１人)
　　　　　　基礎研究部門，放射光装置研究部門，光源加速器研究部門，客員部 門

６．診療科及び特殊診療施設の新設・整備
　　◯歯学部附属病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△３２
　　　　　　　　　　　　・診療科の再編成　　　　　　　３２人
　　　　　　　　　　　　　(１１診療科 → ３診療科)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△１０
　　　　　　　　　　　　・口腔総合診療部の新設　　　　１０人
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△　５
　　　　　　　　　　　　・地域連携歯科医療部の新設　　　５人

　　　　　　　　　　　　　△２０　　　△２７　　　△４７
　　　　　教授　１人，講師　１９人，助手２７人　計　４７人

７．研究所の改組・転換
　　◯原爆放射能医学研究所
　　　・名称変更　　原爆放射能医学研究所　→　原爆放射線医科学研究所

　　　・大部門の再編成( 改組 )　　４大部門１附属施設　→　４大部門１附属施設

　　　△１３　　　　　△１４　　　　△２　　　　△２２　　　△５１
　教授　１４人，助教授　１５人，講師　２人，助手　２３人　計　５４人
　　　　　　 　　△２
　外国人客員(教授　２人)，客員(教授２人)

次ページへ

戻る

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-3.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-1.html
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◯医歯薬学総合研究科の新設

(要求要旨)

　近年、急速な国民の高齢化や生活習慣の変化は我が国における疾病構造を変化 させ、高度で先進的
な医療の開発が、社会から強く要請されている。
　こうした社会の要請に応えるため、今後求められる医学・歯学・薬学の知識を 統合した上で、全人的医
療を行える医療人の育成等を目指し、医歯薬学総合研究 科の基礎となる学部講座を大学院講座に転換
し、現在の医学系研究科のうち、保 健学専攻を除いた８専攻と歯学研究科１専攻から１研究科３専攻に
改組・再編を 行い、大学院に重点を置いた組織に整備することで、教育研究の更なる充実、発 展を図
る。
　なお、医学系研究科には、保健学専攻が残ることから、医学系研究科を「保健 学研究科」に改称する。

(入学定員要求内訳)
平成１３年度 平成 １４年度

研究科・専攻名
　入学定員

　前期 　後期

医学研究科 　人 　人

　　生理系専攻 　 　１４

　　病理系専攻 　 　１２

　　社会医学系専攻　 　 　　８

　　内科系専攻 　 　１３

　　外科系専攻 　 　１７

　　分子薬学系専攻　 　１０ 　　３

　　生命薬学系専攻　 　　８ 　　２

　　臨床薬学系専攻　 　１６ 　　７

歯学研究科 　 　

　　歯学系専攻 　 　３０

計 　３４ １０６

　　⇒　　

研究科・専攻名
　入学定員

　前期 　後期

医歯薬学総合研究科 　人 　人

　　創生医科学専攻 　 　５７

　　展開医科学専攻 　 　４６

　　薬　学　専　攻　 　４３ 　１２

計 　４３ １１５

医学研究科 　人 　人

　　保健学専攻　　　 　３４ 　１７
　　→　　

保健学研究科
　　(改称)

　人 　人

　　保健学専攻　　　 　３４ 　１７

本件に係る照会先　　　　　　　　　　
　・保積　医学部総務課長　　　　　　

　　TEL．０８２－２５７－５００４
　・丹根　歯学部長　　　　　　　　　

　　TEL．０８２－２５７－５６００

次ページへ　 前ページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-4.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-2.html
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◯生物圏科学研究科の整備

(要求要旨)

　２１世紀の生物圏科学研究科に求められるのは、地球規模で深刻化している環 境問題と食糧問題への
対応であり、急速に情報化・グローバリゼーションが進展 する社会にあっては、俯瞰的な視野をもって学
際領域を統合的に理解し、問題解 決に貢献できる人材を養成することである。
　こうした社会の要請に応えるために、生物圏科学研究科の基礎となる学部講座 を大学院講座に転換
し、現在の４専攻(２８教育研究分野＋３講座)から３専攻 (１１講座)に改組・再編を行い大学院に重点をお
いた組織に整備することで、教 育研究の更なる充実と発展を図る。 

(入学定員要求内訳)
平成１３年度 平成 １４年度

専攻名
　入学定員

　前期 　後期　

環境計画科学専攻 　２０人 　　４人

生理機能科学専攻 　１６ 　　３

生物生産学専攻 　３２ 　　７

(独立専攻)
環境循環系制御学専攻

　３１ 　１５

計 　９９ 　２９

　　⇒　　

専攻名
　入学定員

　前期 　後期

生物圏共存科学専攻 　４３人 　２１人

生物資源開発学専攻 　５１ 　２６

環境循環系制御学専攻 　３１ 　１５

計 １２５ 　６２

◯生物生産部入学定員の改訂
　生物圏科学研究科の改組に当たり、生物生産学部生物学科の入学定員を１０人 減じる。

平成１３年度 平成１４年度

区　　分 入学定員

海洋生物生産学
生物圏機能学
畜産科学
食糧情報管理学
分子細砲機能学
食資源機能学

　１００人

共　　通 [１０]

合　　計
[１０]
１００

　　→　　

区　　分 入学定員

生物圏環境学
海洋生物生産学
動物生産科学
食品科学
生 物機能開発学
　

　９０人

共　　通 [１０]

合　　計
[１０]
９０

　[ ]　書きは，第３年次編入学定員で外数。　　　　　　　　　　

本件に係る照会先　　　　　　　　　　
　・山本　生物生産学部長　　　　　　

　　TEL．０８２４－２４－７９００

次ページへ　 前ページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-5.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-3.html
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◯国際協力研究科　開発科学専攻

(要求要旨)

　国際協力研究科開発科学専攻の経済開発分野は、アジアを中心とする発展途上 国の経済社会発展に
貢献できる人材の養成を行っているが、貧困問題、紛争、環 境問題等に対処できる人材を養成すること
が重要であり、これに応えるためには、 長年の研究調査実績を有している研究機関と協力することによ
り、大学院教育の 充実を図ることが必要不可欠である。
　アジアを中心とする発展途上国の歴史や現実に関して豊富な調査研究実績を持 つ特殊法人　日本貿
易振興会　アジア経済研究所と連携を組むことで、途上国の 実態に促した教育のより一層の充実を図る
ことができる。

平成１３年度 平成 １４年度

研究科名 専攻名
　入学定員

博士課程
前期

博士課程
後期

国際協力
研究科

開発科学
専攻

　４２人 　２１人

教育文化
専攻

　２８ 　１４

計 　 　７０ 　３５

　　⇒　　

　入学定員

博士課程
前期

博士課程
後期

　
　４３人

　
　２２人

　
　２８

　
　１４

　７１ 　３６

本件に係る照会先　　　　　　　　　　
　・中山　国際協力研究科長　　　　　　

　　TEL．０８２４－２４－６９００　　

次ページへ　 前ページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-6.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-4.html
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◯第３年次編入学定員の増、第１年次入学定員の減

(要求要旨)

　近年、生涯学習への社会的要請が高まる中で、高等専門学校や短期大学の卒業 者を含む社会人に対
し、多彩でより高度な教育が受けられる機会を提供すること が、強く求められている。
　このような需要の高まりを受けて本学においても経済学部において、第３年次 編入学定員(１０人)を設
定する。
　なお、編入学定員の設定に併せて同数の入学定員(第１年次分)を夜間主コース から削減する。 

　◯経　済　学　部
平成１３年度 平成 １４年度

区　　分
入学定員

第１年次

経済学科
(昼間コース)

１５０人

　　⇒　　
区　　分

入学定員

第１年次 第３年次編入学

経済学科
(昼間コース)

１５０人 １０人

平成１３年度 平成１４年度

区　　分
入学定員

第１年次 第３年次編入学

経済学科
(夜間主コース)

７０人 １０人

　　→　　
区　　分

入学定員

第１年次 第３年次編入学

経済学科
(夜間主コース)

６０人 １０人

本件に係る照会先　　　　　　　　　　　
　・平木　経済学部長　　　　　　　　　

　　TEL．０８２４－２４－７２６０　　

次ページへ　 前ページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-7.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-5.html
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◯(教育学研究科)心理臨床教育研究センターの新設

(要求要旨)

　近年、青少年の不登校、引きこもり、災害被災者や犯罪被害者の心理的支援、 中高年層の欝症状・生
きがい喪失・自殺などの「心の問題」が顕著化してきてい る。従来はあまり指摘されなかった引きこもり、
児童虐待等相談案内の多様化が 進み、心理相談に応じることが極めて困難な状況になりつつある。これ
らの問題 に対応するために、臨床心理相談の充実を図ることが必要である。
　このような状況を踏まえ、心の問題に関する先端的援助技法の開発研究、高度 な専門的対応と専門的
援助を行い得る人材(臨床心理士)の養成と心理臨床家の再 教育が急務である。
　このため、専任教官、客員教授を配置し、指導体制を充実させることにより、 大学院生に必要な実習・
訓練時間を倍増し、優れた臨床心理士を養成するととも に、「心の問題」に対する社会的養成に応えるた
め「心理臨床教育研究センター」 を設置する。
　なお、従来の心理教育相談室の機能は、本センターが引き継ぐ。

本件に係る照会先　　　　　　　　　　　　　
　・利島　教育学研究科長　　　　　　　　　

　　TEL．０８２４－２４－７６００　　　　

次ページへ　 前ページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-8.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-6.html
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◯放射光科学研究センターの新設
(学内共同教育研究施設から全国共同利用施設への改組転換)

(要求要旨)
　放射光科学研究センターは、物質科学を中心とする基礎科学分野での放射光利 用研究を推進してお
り、真空紫外線～軟Ｘ線域の高分解能低温光電子分光を用い た物質中の電子状態の解明等で世界レベ
ルの優れた成果を上げているが、我が国 が今後も、さらに物質科学における現在の先進性を維持し世界
をリードするため には、早急に高度な観測システムを駆使した研究を発展させつつ、ナノ構造物質 のサ
イエンスをはじめとする新しい学問分野を開拓するための研究体制を整備す ることが急務である。
　現在、本センターは、固体物理学を中心とする物質科学の中核的な研究拠点で あり、国内外の多数の
研究者との共同研究による利用が行われており、国内はも とより世界的にも限られた研究資源であるこ
とから、日本放射光学会はもちろん 国内の多数の研究者から全国共同利用施設化が要望されている。
　このような背景及びこれまでの広島大学放射光科学研究センターの実績を踏ま え、放射光科学の一層
の進展を目的として、基礎研究部門、放射光装置研究部門、 光源加速器研究部門及び客員部門からな
る全国共同利用施設「放射光科学研究セ ンター」へ改組・転換するものである。 

本件に係る照会先　　　　　　　　　　　　　
　・谷口　放射光科学研究センター長　　　　　

　　TEL．０８２４－２４－６９９５　　　　　

次ページへ　 前ページへ

http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-9.html
http://home.hiroshima-u.ac.jp/kohog/press/h13/011226-7.html
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◯歯学部附属病院の再編成

(要求要旨)
　歯科領域における疾病構造の変化に対応した診療体制の整備，臨床教育の充実 化，更には，社
会に開かれた地域の中核病院としての機能を高め，診療連携の推 進等を図るため，次のとおり整備
し，既存の１１診療科を３診療科に再編，また， 患者中心の診療を行うため新患者の受付となる口腔
総合診療部及び地域と連携し た歯科医療を行うための地域連携歯科医療部を設置する。

本件に係る照会先

赤川　歯学部附属病院長

ＴＥＬ：（０８２）２５７－５７００
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◯原爆放射能医学研究所の改組

(要求要旨)
　原爆被爆者の高齢化に伴い，がんの発生率が増加傾向を示すと共に，生活習慣 病の発症が増加
傾向にあるほか，最近の医療の高度化や原子力産業の発展により， 一般人などが被曝し急性放射
線障害に罹る機会が益々増加していることから，早 急にこれらの発症機構の解明と有効な治療法の
開発等が社会から要請されている。 
　このため，ゲノム科学，再生医学，分子疫学等を導入し，「原爆放射線医科学 研究所」に名称変更
する。

本件に係る照会先

神谷　原爆放射能医学研究所長

ＴＥＬ：（０８２）２５７－５８４２（研究室）
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